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研究概要

「料理」の集団創出力の探求―アジア・太平洋戦争を生きた料理家をめぐる歴史的アプローチ
から

「料理」は、外部環境から調達した食物を人間にとって摂取可能なものとするために必要不可欠
な過程ですが、それだけでなく、人びとの関係性をつくりだす集団創出の営みとしての役割を果
たしてきました。「料理とは他者に出会うための円環運動である」とは、ある料理家の言葉です
が、これにあるように、人が日々生き延びるための過程のなかで、自然や他者と出会い、そうし
た外部の者たちとの関係性を作り出す営みが「料理」であるのです。本研究は、こうした視座か
ら「料理」という行為を捉え直し、これまで「料理」の周辺にいかなる人々のつながりがつくりださ
れたか、また、その集団は同時代のいかなる社会的、政治的力学のなかに位置づけられてい
たか、ということについて考察を深めます。とりわけ、本研究では社会が未曽有の食糧難を経験
することになった、日本のアジア・太平洋戦争期に焦点を当て、この時代に栄養・料理を専門と
した実務者の足跡をたどります。
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「料理」が「ことわり（理）をはか（料）る」と書くように、料理をするという営みのなかで、人々はい
つの時代も社会の様々な制約と折衝を重ねながら、食事を整えてきました。そのことの意味に
ついて、これまでの学術研究では深く考察されてきませんでしたので、本研究を皮切りに台所か
らまなざす歴史や社会について、人文的な探求を進めるべく研究を遂行しています。

中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）

◎共著書
・冨山一郎・鄭柚鎮編著『軍事的暴力を問う―旅する痛み』(青弓社)、2013年
 　*担当執筆箇所　第六章、西川和樹、「廃墟から紡ぐ絵と言葉――大田洋子がまなざす原爆ドーム」
pp.151-173.
◎論文
・「「生活」の焦点化――『暮しの手帖増刊　山のあなたの空とおく』の生活記述」、西川和樹、『同志社グ
ローバル・スタディーズ』第8号、pp.141-160.、2018年3月
・「料理家、東佐与子――パラノイアと呼ばれた料理家」、西川和樹、『文化/批評 [cultures/ critiques]』
第9号、pp.3-20、2018年9月
・「栄養士、近藤とし子と危機の時代の栄養学」、西川和樹、『同志社グローバル・スタディーズ』第10号、
pp.67-86.、2020年3月
・「「栄養」と「料理」を一つに――香川綾と帝国日本の軌跡」、西川和樹、『同志社グローバル・スタディー
ズ』第12号、pp.119-141、2022年3月
◎書評
・「境界から思考する―『方法としての境界、あるいは労働の多数化』が問いかけるもの」、西川和樹・安
里陽子・小路万紀子・高橋侑里、『同志社グローバル・スタディーズ』第5号、pp.133-144.、2015年3月
・「皮肉から紡がれる歴史―書評：Cold War Encounters in US-Occupied Okinawa―」、西川和樹、『同志
社グローバル・スタディーズ』第7号、pp.127-130.、2015年10月

・「『불온한 것들의 존재론』」：‘긍정하다’, ‘신체가 변하다’, ‘관계가 생성되다’」니시카와 가즈키,

『진보평론』65호, pp.402-409. （「『不穏なるものたちの存在論』――肯定する、身体が変わる、関係が生

成する」、西川和樹(翻訳者不記載)、『進歩評論』第65号、pp.402-409.）、2017年3月
◎随筆
・「台所をシェアするということ」、西川和樹、『Rondo』第2号、pp.94-102、2018年12月
◎口頭発表
・「「ユートピア」を抱え込むこと―原爆ドーム・焼跡・鐘楼」、西川和樹・番匠健一・福岡弘彬(カルチュラル・
スタディーズ学会、(於関西学院大学)) 、2015年6月
・“Bordering Japan: The Representation of Act of Bordering,”Kazuki Nishikawa, Yoko Asato, and Yuri
Takahashi (Asian Studies Conference Japan, Meiji Gakuin University) 、2015年6月
「『不穏なるものたちの存在論』――肯定する、身体が変わる、関係が生成する」、西川和樹（同志社大学
＜奄美‐沖縄‐琉球＞研究センター共同研究会　（於同志社大学）） 、2015年8月

キャリア関連

教員（大学等）、研究員（研究機関等）、料理家


